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地
震
・
津
波
災
害
と
防
災

　

9
月
4
日
（
日
）
袖
ヶ
浦
公
民
館
で
、

フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
袖
ヶ
浦
主
催
「
埋
立
地

袖
ヶ
浦
の
地
震
・
津
波
災
害
と
防
災
」
に

つ
い
て
の
講
演
会
が
あ
り
ま
し
た
。
講
師

は
習
志
野
市
役
所
安
全
対
策
課
の
土
本
克

巳
さ
ん
（
消
防
か
ら
出
向
中
）
で
す
。
先

日
の
地
震
や
台
風
で
関
心
が
高
ま
っ
た
せ

い
か
、
会
場
に
は　

人
以
上
も
の
人
が
集

50

ま
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
被
害
想
定
調
査
に
よ
る
地
盤
状
況

を
色
別
し
て
い
る
地
図
を
使
い
、
地
震
に

よ
る
液
状
化
し
や
す
い
地
区
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。
習
志
野
市
で
は
、
や
は
り
埋

立
地
、
旧
菊
田
川
、
低
湿
地
帯
の
地
盤
が

弱
い
そ
う
で
す
。
建
物
の
基
礎
が
液
状
化

す
る
事
に
よ
り
、
壊
れ
る
危
険
性
が
あ
り

ま
す
。
古
い
建
物
ほ
ど
、
そ
の
可
能
性
が

高
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
土
本

さ
ん
に
よ
る
と
液
状
化
問
題
も
さ
る
こ
と

な
が
ら
、
昭
和　

年
以
前
の
古
い
建
築
基

56

準
法
で
建
て
ら
れ
た
、
在
来
工
法
の
建
物

な
ど
の
倒
壊
や
火
災
の
方
が
、
生
命
の
危

険
に
関
わ
る
と
強
調
し
て
い
ま
し
た
。
古

い
建
築
基
準
法
で
建
て
ら
れ
た
建
物
は
、

地
震
へ
の
耐
久
性
が
劣
る
事
か
ら
、
結
果

と
し
て
防
火
の
面
で
も
問
題
が
あ
る
よ
う

で
す
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
で
き
れ
ば
習
志

野
市
の
建
築
課
の
窓
口
で
紹
介
す
る
業
者

等
か
ら
耐
震
診
断
を
受
け
、
自
分
の
家
が

ど
う
い
う
状
態
な
の
か
を
確
認
し
て
下
さ

い
。
ま
た
耐
震
補
強
の
必
要
が
あ
れ
ば
、

予
算
に
応
じ
て
建
物
全
体
か
、
寝
室
や
居

間
の
補
強
だ
け
で
も
効
果
が
あ
る
と
の
事

で
す
。
鉄
骨
構
造
の
場
合
で
も
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
を
し
な
い
と
、
強
度
が
格
段
に
落
ち

る
事
が
あ
る
の
で
気
を
付
け
て
下
さ
い
。

　

公
団
団
地
の
建
物
は
壁
が
多
い
の
で
、

古
く
て
も
倒
壊
し
づ
ら
く
、
か
つ
空
地
が

比
較
的
多
い
の
で
火
事
の
延
焼
が
避
け
ら

れ
る
確
立
が
高
い
と
の
調
査
結
果
が
あ
り

ま
す
。

　

し
か
し
災
害
の
危
険
は
そ
れ
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ど
ん
な
新
し
い
建
物
で
も
、

家
具
や
電
化
製
品
の
転
倒
な
ど
の
事
故
が

起
き
ま
す
。
家
具
の
固
定
を
す
れ
ば
、
安

心
と
い
う
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
飾
り
壁

や
吊
り
天
井
な
ど
の
場
所
で
は
、
支
え
き

れ
な
い
場
合
も
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で

す
。
カ
ラ
ま
た
は
衣
類
の
入
っ
た
ダ
ン

ボ
ー
ル
箱
を
、
家
具
と
天
井
の
間
に
し
っ

か
り
詰
め
て
お
く
事
も
効
果
的
で
す
。
た

だ
し
、
高
い
所
に
置
い
て
あ
る
本
等
の
重

い
物
は
、
下
に
降
ろ
し
て
下
さ
い
。
先
日

の
地
震
で
タ
ン
ス
の
上
か
ら
荷
物
が
落
ち
、

怪
我
を
し
た
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
。

　

地
震
で
一
番
怖
い
の
は
火
災
で
す
。
地

震
に
よ
り
多
数
の
火
災
が
発
生
し
た
場
合

に
、
消
防
車
が
行
け
な
い
可
能
性
が
非
常

に
高
く
な
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
す
。

火
災
は
天
井
に
燃
え
移
る
前
の
初
期
消
火

が
大
切
で
す
。
火
が
小
さ
い
時
は
隣
近
所

と
協
力
し
て
消
火
活
動
を
し
ま
し
ょ
う
。

普
段
か
ら
自
主
防
災
組
織
の
訓
練
に
は
積
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極
的
に
参
加
し
て
、
消
火
器
等
の
使
い
方

に
慣
れ
ま
し
ょ
う
。

　

津
波
に
つ
い
て
は
、
東
京
湾
の
構
造
は

入
り
口
が
狭
く
中
が
広
が
っ
て
お
り
、
波

が
拡
散
さ
れ
る
の
で
大
き
な
被
害
は
起
こ

り
づ
ら
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
津
波
は
普
通
の
波
と
は
違
い
、
た
っ
た

　

�
の
津
波
で
も
足
を
さ
ら
わ
れ
る
危
険

10が
あ
る
の
で
、

決
し
て
現
場

を
見
に
行
く

よ
う
な
事
は

し
な
い
で
下

さ
い
。

　

土
本
さ
ん
か
ら
、
災
害
防
止
の
最
終
目

的
は
「
人
命
」
と
い
う
事
が
強
調
さ
れ
ま

し
た
。
同
時
に
災
害
に
対
す
る
心
構
え
と

し
て
「
災
害
に
備
え
て
、
ど
の
よ
う
に
準

備
す
る
か
」「
も
し
災
害
が
起
こ
っ
た
ら
、

ど
う
行
動
す
る
か
」
と
い
う
事
を
、
ま
ず

自
分
自
身
で
考
え
る
事
が
基
本
的
に
必
要

で
あ
る
と
い
う
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
れ
を
機
会
に
み
な
さ
ん
も
次
の

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
見
直
し
て
み
て
下

さ
い
。

�
防
災
心
得
チ
ェ
ッ
ク

� 
非
常
用
持
出
袋
を
用
意
。
非
常
用
備

　

品
は
各
家
庭
に
よ
っ
て
用
意
す
る
物
が

　

違
う
の
で
、「
こ
れ
が
な
い
と
困
る
」
と

　

い
う
物
を
最
低
限
用
意
。
忘
れ
が
ち
な

　

の
は
、
メ
ガ
ネ
（
虫
眼
鏡
）、
入
れ
歯
の

　

固
定
剤
、
持
病
の
薬
（
薬
手
帳
）、
粉
ミ

　

ル
ク
、
現
金
等
。

� 
非
常
用
食
品
の
賞
味
期
限
チ
ェ
ッ
ク
。

　

賞
味
期
限
が
過
ぎ
な
い
う
ち
に
買
い
替

　

え
、
古
く
な
っ
た
非
常
用
食
品
は
、
味

　

に
慣
れ
る
為
に
試
食
す
る
と
よ
い
。

� 
日
頃
か
ら
手
の
届
く
所
（
部
屋
に
一
つ
）

　

に
、
灯
り
の
付
く
物
を
置
く
。
懐
中
電

　

灯
、
携
帯
電
話
等
。

� 
レ
ジ
袋
、
小
銭
の
用
意
。
レ
ジ
袋
は
バ

　

ケ
ツ
や
手
袋
の
代
わ
り
に
な
る
。
災
害

　

時
優
先
の
公
衆
電
話
は　

円
玉
し
か
使

10

　

え
な
い
。

� 
風
呂
の
水
は
抜
か
な
い
。
た
だ
し
子

　

供
の
い
る
家
庭
は
水
の
事
故
の
な
い
よ

　

う
に
注
意
。

� 
地
震
が
起
き
た
ら
、
す
ぐ
外
に
で
な
い
。

　

落
下
物
が
あ
り
危
険
な
の
で
、
出
口
の

　

確
保
だ
け
す
る
。

� 
家
族
間
で
避
難
場
所
を
２
、
３
ヶ
所
決

　

め
る
。
家
の
倒
壊
危
険
や
火
災
が
迫
っ

　

て
来
て
い
る
な
ど
、
ど
う
し
て
も
避
難

　

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
場
合
、

　

避
難
場
所
へ
は
徒
歩
で
行
き
、
車
は
使

　

わ
な
い
。（
習
志
野
市
内
指
定
避
難
場

　

所
：
裏
面
参
考
）

�
初
期
消
火
は
早
め
に
す
る
。
熱
し
た
油

　

や
湯
な
ど
は
様
子
を
見
て
、
手
に
か
か

　

ら
な
い
よ
う
に
落
ち
着
い
て
コ
ン
ロ
を

　

止
め
る
。
消
火
用
具
の
備
え
は
忘
れ
ず

　

に
。

� 
噂
に
惑
わ
さ
れ
な
い
。
災
害
情
報
は
、

　

ラ
ジ
オ
や
防
災
無
線（
ス
ピ
ー
カ
ー
）　

　

や
、
戸
別
受
信
機
（
自
主
防
災
組
織
や

　

公
共
施
設
に
配
備
）
で
入
手
す
る
。
ラ

　

ジ
オ
や
テ
レ
ビ
等
の
情
報
で
は
習
志
野

　

市
は
「
千
葉
県
北
西
部
」
と
発
表
さ
れ

　

る
場
合
が
あ
る
。

�
普
段
か
ら
隣
近
所
と
顔
見
知
り
に
な
り
、

　

避
難
す
る
時
も
確
認
し
あ
い
協
力
す
る
。

　

特
に
お
年
寄
り
や
障
害
者
の
人
に
は
、

　

声
を
か
け
手
助
け
を
。

� 
地
域
ぐ
る
み
で
応
急
救
護
の
体
制
作

　

り
を
す
る
。

� 
狭
い
路
地
や
ブ
ロ
ッ
ク
塀
に
は
近
づ

　

か
な
い
。
崩
れ
て
下
敷
き
に
な
る
場
合

　

も
。

� 
家
の
内
外
を
問
わ
ず
、
運
動
靴
な
ど
の

　

履
物
を
着
用
。
ガ
ラ
ス
の
破
片
等
で
の

　

ケ
ガ
が
多
い
。

�
水
（
飲
料
水
）

　

を
用
意
。
一

　

人
一
日
３
�

　

を
三
日
分
が

　

基
本
。（
少
量

　

で
も
可
能
な

　

限
り
）

�アルゼンチンタンゴ　コンサート
日　時：9月 25 日（日）午後 2時から
場　所：新習志野公民館　多目的室
曲　目：パリのカナロ、エル・チョクロ、たそ
　　　　がれのオルガニート、バンドネオンの
　　　　嘆き　他
演　奏：田辺義博（バンドネオン）、金益研二　
　　　（ピアノ）、石井有子（ヴァイオリン）、
　　　吉田水子（ベース）
問合先：新習志野公民館　電話　453-3400

�船橋オペラ協会　オペラアリアと二重唱
日　時：10 月 2 日（日）午後 1時 30 分（開場）
　　　　午後 2時（開演）
場　所：宮本公民館　講堂（京成大神宮下駅徒
　　　　歩 5分）　入場無料
曲　目：ロッシーニ「セヴィリアの理髪師」より　
　　　　モーツァルト「ドン・ジョヴァンニ」より
　　　　ヴェルディ「椿姫」より　他
指　導：應和恵子　　ピアノ：中田　桂
出　演：小田切恵美子、上島　勲、萱嶋いづみ
　　　　原田ヨリ子、山本三枝子

問合先：萱嶋　電話　472-5803
�平成 17 年度「明日の親の学級」後期プログラム
日　時：10 月の下記日にち午後 1時 30 分から
場　所：菊田公民館（※ 10/29 のみ谷津 ｺﾐｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰ）
内　容：10/1�「家庭における父母の役割」
　　　　10/8�「心を育てる乳幼児の健康食」
　　　　10/15�「お父さんの育児参加」
　　　　10/27�「母胎と乳児の保健」
　　　　10/29�「お父さんの育児参加 1」
募集定員：初めて子を持つ両親　20 組
申込・問合先：菊田公民館　電話　452-7711
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